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　広報ひだか2016.5月号 2

歳 出

歳 入地方交付税（37.2%）
1,551,420

町税（15.6%）
650,855

繰入金（13.6%）
568,223

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・寄附金
繰越金・諸収入（5.1%）
212,236

国庫支出金（6.7%）
281,604 県支出金（10.1%）

420,095

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など（3.5%）
148,800

町債（8.2%）
340,800

依存財源（65.7%）
27億4,271万9千円

予備費（0.2%）
7,000

議会費（1.7%）
71,004

総務費（12.1%）
506,567

民生費（33.7%）
1,408,236

衛生費（10.5%）
439,000

※一般会計予算をもとに、平成28年3月末の人口7,918人で試算しています。

農林水産業費（14.9%）
620,838商工費（1.9%）

79,693

土木費（3.4%）
143,658

消防費（4.7%）
194,403

災害復旧費（0.1%）
2,100

教育費（8.8%）
367,014

公債費（8.0%）
334,480

町民１人あたりでは… 

総務費
　…  63,977円
民生費
　… 177,852円
衛生費
　…  55,443円
農林水産業費
　…  78,408円
土木費
　…  18,143円
消防費
　…  24,552円
教育費
　…  46,352円
公債費
　…  42,243円
その他
　…  20,187円

使われるお金 
（見込額） 

82,199円 527,157円

お納めいただく町税 
（見込額） 

人件費
（17.3%）
723,269

物件費
（21.2%）
883,879

補助費等
（12.9%）
539,797

扶助費
（11.4%）
473,582

維持補修費
（0.8%）
34,093

予備費
（0.2%）
7,000

繰出金
（13.3%）
555,888

積立金
（0.0%）
505

公債費
（8.0%）
334,480

普通建設事業費
（14.8%）
619,440

災害復旧事業費
（0.1%）
2,100

消
　
　
費
　

　

的　
　

経　
　

費

自主財源（34.3%）
14億3,131万4千円

投資的
経費

海と緑と人が結び合う 笑顔あふれる定住拠点 
“ みんなの日高 ” 

特　　別　　会　　計

10億7,798万5千円

3,628万2千円

3億5,929万6千円

8億1,646万6千円

1億7,447万4千円

24億6,450万3千円

予　　算　　額会　　計　　名

計

国民健康保険特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計

下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

収　益　的　収　入
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出

2億4,285万2千円

2億7,175万8千円

1億6,127万9千円

水　道　事　業　会　計　予　算　額

66億3,853万6千円平成28年度
予算総額

平成28年度 主要施策と予算額
◆臨時福祉給付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,904
◆保健事業（大腸がん、乳がん、子宮がん検診等）・・・・ 15,832
◆予防接種（ヒブ、肺炎球菌、インフルエンザ等） ・・・・ 35,101
 
◆新規就農・経営継承総合支援事業補助金・・・ 8,250
◆中山間地域等直接支払事業・・・・・・・・・・・・・ 12,893
◆有害鳥獣捕獲報償金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,233
◆農作物鳥獣害防止対策促進事業補助金・・・ 2,200
◆農業基盤整備促進事業負担金（若野頭首工）・・・ 2,513
◆町土地改良区補助金（内原揚水機２号ポンプ） ・・・1,837
◆小規模土地改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,600
◆磯根漁場再生事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 200
◆温泉館食堂運営補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,987
 
◆小学校支援員の配置（８人）・・・・・・・・・・・・・・・ 18,242
◆志賀小学校屋内運動場照明改修（LED取替）・・・・ 4,597
◆内原小学校教室増設（通級指導教室）・・・・・ 6,696
◆中学校支援員配置（３人）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,841
◆日高中学校校舎改修設計委託料・・・・・・・・ 11,254
◆学校給食費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81,857
 
◆役場駐車場整備事業（用地購入・設計・造成） ・・・ 50,797
◆空き家解体処理費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000
◆道路維持補修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19,000
　 池田上志賀線、萩原荊木線、片川谷線

◆比井小学校川添線改良事業（工事）・・・・・・・ 8,000
◆高家中央線改良事業（設計・用地・工事）・・・ 50,000

◆ため池ハザードマップ作成（９か所）・・・・・・・・・・ 8,000
◆ため池等整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,143
　大船河池（小浦地区）堤体工
◆漁村再生交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 300,000
　比井漁港 避難施設（用地購入および工事）
◆住宅耐震診断・補強設計・改修、耐震ベッド・シェルター設置・・・・・ 5,494
◆避難広場整備事業（阿尾地区）・・・・・・・・・・・ 31,400
◆災害対策図上訓練支援委託・・・・・・・・・・・・・・・ 1,200
◆防災行政無線戸別受信機の無償貸与・・・・・ 1,731
◆防災士資格取得支援補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55
 
◆特定健康診査の自己負担無料化（国民健康保険）・・・・・・・・・ 354
◆子ども医療費の無料化（０～18歳）・・・・・・・ 42,096
◆児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 147,000
◆広域入所負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33,113
◆ひとり親家庭医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,800
◆妊婦医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,800
◆学童保育所運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24,196
◆内原学童保育所整備事業（測量+工事）・・・・ 68,581
◆地域子育て支援センターの運営・・・・・・・・・・・ 7,453
◆妊婦健康診査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,046
◆一般不妊治療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000
◆高齢者外出支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,349
◆配食支援サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,274
◆シルバー人材センター補助金・・・・・・・・・・・・・・・ 2,400
◆保健福祉総合センター改修設計委託・・・・・ 4,785

防災対策

（単位：千円）

一般会計＋特別会計 平成28年度 一般会計予算（41億7,403万3千円）の構成図
（単位：千円） 

公　営　企　業　会　計

歳出の
性質別
内　訳

健康・福祉施策

その他の施策

教育環境の充実

農林水産業・商工業・観光産業の振興
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　広報ひだか2016.5月号 4

期待と不安、夢と希望を胸に
−保育所や小･中学校で卒園式･卒業式−
　平成27年度も卒業式の時期を迎え、今年も町
内各所で卒園式・卒業式が執り行われました。

　志賀保育所（松原千代子所長）では、３月28日
（月）、卒園児27人に保育証書が手渡されました。
式では、卒園児が「楽しかったこと、がんばったこ
と、しかられたこと、くやしかったこと、たくさん
の思い出ができました」と保育所での思い出を振
り返り、おわかれの歌「さよならぼくたちのほい
くえん」を合唱。
　花のアーチをくぐって、大好きな志賀保育所か
ら巣立っていきました。

　内原小学校（山口謙校長）では、３月23日（水）
に卒業生48人に卒業証書が贈られました。式で
は、卒業生の小学校生活を納めた写真がスライド
上映され、過ごした６年間に思いを馳せました。
最後に卒業生らは「遥か」を合唱し、花のアーチを
くぐって内原小学校から旅立っていきました。

　日高中学校（釈野靖仁校長）では、３月８日
（火）に卒業生78人に卒業証書が授与されまし
た。生徒らは仲の良い友だちとの別れを惜しみ
ながら、３年間を過ごした校舎から羽ばたいて
いきました。

志賀保育所

内原小学校

日高中学校
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課
　
長
　
級

総
務
政
策
課
長

（
産
業
建
設
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

稲
葉
　
真
幸

産
業
建
設
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
教
育
委
員
会
教
育
課
長
）

羽
山
　
嘉
一

会
計
管
理
者
・
出
納
室
長（
税
務
課
長
）

大
畑
　
　
博

教
育
委
員
会
教
育
課
長（
総
務
政
策
課
長
）

中
野
　
正
喜

税
務
課
長（
同
副
課
長
）

上
谷
眞
由
美

税
務
課
副
課
長（
同
主
幹
）

玉
置
　
尚
範

産
業
建
設
課
副
課
長（
同
主
幹
）坂

本
　
佳
文

上
下
水
道
課
副
課
長（
同
主
幹
）玉

置
　
俊
則

主
　
幹
　
級

総
務
政
策
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）小

川
都
季
子

総
務
政
策
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）山

澤
　
研
一

総
務
政
策
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）塩

路
　
晴
彦

住
民
福
祉
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）田

口
　
雅
浩

健
康
推
進
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）鈴

木
　
利
治

産
業
建
設
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）生

戸
　
良
一

教
育
委
員
会
教
育
課
主
幹（
同
課
長
補
佐
）

中
筋
　
天
瑞

課
長
補
佐
級

健
康
推
進
課
課
長
補
佐

（
教
育
委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐
）楠

山
　
一
恵

教
育
委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐

（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
）

井
玉
　
博
子

総
務
政
策
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）﨑

山
　
忠
士

総
務
政
策
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）上

畑
　
考
士

住
民
福
祉
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）楠

山
　
周
子

産
業
建
設
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）石

方
い
づ
み

産
業
建
設
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）玉

井
　
美
保

産
業
建
設
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）鍵

本
　
茂
信

上
下
水
道
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）田

嶋
　
典
子

上
下
水
道
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）楠

山
　
和
生

上
下
水
道
課
課
長
補
佐（
同
係
長
）北

山
　
和
也

係
　
長
　
級

税
務
課
係
長（
総
務
政
策
課
係
長
）楠

山
　
宏
樹

健
康
推
進
課
係
長（
同
主
査
）

井
口
　
一
視

産
業
建
設
課
係
長（
同
主
査
）

白
井
　
利
弥

内
原
保
育
所
調
理
師（
係
長
）

〔
同（
主
査
）〕

津
村
　
知
代

主
　
査
　
級

教
育
委
員
会
教
育
課
主
査（
同
主
事
）

橋
谷
　
充
佳

教
育
委
員
会
教
育
課
主
査（
同
主
事
）

深
海
　
増
弘

主
　
事
　
級

住
民
福
祉
課
主
事（
上
下
水
道
課
主
事
）

下
村
　
悠
策

上
下
水
道
課
主
事（
新
規
採
用
）稲

葉
　
裕
一

総
務
政
策
課
主
事（
新
規
採
用
）平

井
　
　
実

税
務
課
主
事（
新
規
採
用
）

白
井
　
孝
佳

健
康
推
進
課
主
事（
新
規
採
用
）大

畑
　
雪
奈

住
民
福
祉
課
主
事（
再
任
用
）

嶋
田
　
　
敏

住
民
福
祉
課
主
事（
再
任
用
）

山
田
千
惠
美

教
育
委
員
会
教
育
課
主
事（
再
任
用
）

村
嵜
　
泰
造

退
　
職
　
者

（
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
）

嶋
田
　
　
敏

（
住
民
福
祉
課
副
課
長
）

山
田
千
惠
美

（
教
育
委
員
会
教
育
課
係
長
）

村
嵜
　
泰
造

再
任
用
任
期
満
了

（
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
）

﨑
山
　
純
司

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。異
動
し
た
職
員
は
、次
の

と
お
り
で
す
。（　

）内
は
、旧
所
属
で
す
。

職
員

人
事
異
動
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施政方針

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

　
　
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　

政
府
は
、昨
年「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」の「
新
・
三
本
の
矢
」の
実
現
を
目
的
と
す
る

「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
を
発
表
し
、一
人
ひ
と
り
が
、そ
れ
ぞ
れ
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
創
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、経
済
再
生
と
財
政
の
健
全
化
の
両
立
を
図
る
と
と
も
に
、地
方
創
生
等
の
重
要
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、地
方

自
治
体
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、一
般
財
源
総
額
は
、平
成
27
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
、赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額

は
、平
成
27
年
度
か
ら
大
幅
な
抑
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、政
府
は
、ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
浸
透
に
よ
り
、地
方
税
の
大
幅
な
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、地
域
経
済
へ
の
好
循
環
の
進
展
や
波
及
効
果

は
、地
域
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
、地
方
に
よ
っ
て
は
経
済
環
境
に
厳
し
さ
が
み
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、地
方
に
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
実
施
さ
れ
て
い
た「
別
枠
加
算
」が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、４
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回
る
な
ど
、地
方
財
政
環
境
は
、引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
懸
念
さ
れ
、国
の
財
政
健
全
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
、地
方
に
お
い
て
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、み
な
さ
ま
も
既
に
報
道
等
で
ご
承
知
の
と
お
り
、先
月
25
日
に
総
務
省
統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
は
、和
歌
山
県
の
人
口
が
、昭

和
25
年
以
来
、65
年
ぶ
り
に
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

  

前
回
調
査
の
平
成
22
年
か
ら
、和
歌
山
県
全
体
で
、こ
の
５
年
間
に
３
万
８
千
人
あ
ま
り
が
減
少
し
、こ
の
減
少
数
は
、日
高
町
の
人
口
規
模
の
町
が
、５
つ
消
滅

し
た
こ
と
に
相
当
す
る
厳
し
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
内
の
増
加
市
町
は
、岩
出
市
で
５
９
４
人
、日
高
町
で
２
０
９
人
、上
富
田
町
で
１
７
９
人
増
加
し
、増
加
率
に
お
い
て
、日
高
町
は
２
・
８
１
パ
ー
セ
ン
ト
増

と
県
内
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
人
口
増
加
の
要
因
は
、死
亡
者
が
出
生
者
を
上
回
る「
自
然
減
」に
対
し
、転
入
者
が
転
出
者
を
超
え
る「
社
会
増
」が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、従
来
か
ら

の
下
水
道
整
備
や
地
籍
調
査
事
業
の
完
了
、学
童
保
育
等
の
子
育
て
支
援
の
整
備
充
実
に
加
え
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
津
波
浸
水
想
定
に
よ
り
、浸
水
想
定
区

域
外
で
の
民
間
の
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、防
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、高
齢
者
対
策
、子
育
て
支
援
は
、な
お
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、建
設
後
老
朽
化
の
み
ら
れ

る
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、計
画
的
に
大
規
模
修
繕
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
果
敢
に
遂
行
し
て
き
た
行
財

政
改
革
を
継
続
し
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、41
億
７
４
０
３
万
３
千
円
、前
年
度
比
３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、下
水
道
事
業
、介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の
四
つ
を
合
わ
せ
た
特
別
会
計
予
算
は
、24
億
６
４
５
０
万
３
千
円
で
、一
般
会
計
を
含
め
た
予

算
総
額
は
、66
億
３
８
５
３
万
６
千
円
、前
年
度
比
２
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日高町長　松本 秀司
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防
災
対
策
の
拡
充

　
　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
尾
避
難
広
場
の
整
備
等

地
震
・
津
波
へ
の
対
策

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　

農
地
や
漁
港
漁
村
等
の
防
災
対
策

　

東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
早
や
５
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
に
よ
り
、か
け
が
え
の

な
い
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。犠
牲
と
な
ら
れ
た
全
て
の
方
々

に
対
し
、深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、被
災
地
の
１
日
も
速
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、多
く
の
犠
牲
の
上
に

得
ら
れ
た
教
訓
を
十
分
に
活
か
し
、

迅
速
な
避
難
を
促
す
情
報
提
供
と
し

て
、平
成
25
年
度
よ
り
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
に
着
手
し
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、３
か

年
を
か
け
、こ
の
程
、完
了
い
た
し
ま

し
た
。ま
た
、高
台
へ
の
避
難
目
標
地

点
の
設
定
、海
抜
表
示
板
の
増
設
、避

難
路
・
避
難
場
所
の
整
備
等
を
進
め

る
ほ
か
、各
自
主
防
災
組
織
の
み
な

さ
ま
と
と
も
に
避
難
訓
練
等
、地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
来
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
完

了
に
よ
り
、防
災
行
政
無
線
放
送
の

難
聴
区
域
の
希
望
世
帯
に
は
、デ
ジ

タ
ル
波
対
応
の
戸
別
受
信
機
を
無
償

貸
与
す
る
と
と
も
に
、電
話
で
の
防

災
行
政
無
線
の
、放
送
内
容
を
確
認

す
る
際
の
電
話
番
号
を
、フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
移
行
し
、住
民
の
み
な
さ

ま
が
緊
急
情
報
等
を
容
易
に
入
手
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
、体
制
を
と
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

阿
尾
避
難
広
場
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、平
成
28
年
度
に
お
い
て
、舗

装
工
事
や
転
落
防
止
柵
等
を
設
置
す

る
ほ
か
、住
民
の
み
な
さ
ま
が
迅
速

に
安
全
な
高
台
へ
避
難
で
き
る
よ
う

津
波
避
難
路
や
、避
難
誘
導
灯
の
整

備
等
を
進
め
、各
自
主
防
災
組
織
と

連
携
し
て
、資
機
材
の
導
入
や
避
難

訓
練
の
実
施
等
、地
域
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、役
場
北
側
の
用
地
を
購
入

し
、平
常
時
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際

の
駐
車
場
に
利
用
し
つ
つ
、災
害
時

に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
、避

難
物
資
等
の
資
機
材
等
の
仮
置
場
と

し
て
利
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
防
災
計
画
を
は
じ
め
と
す

る
、各
種
計
画
の
見
直
し
や
、マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、平
成
27
年
度
に
は
、大
規
模
災
害

発
生
時
に
お
い
て
、優
先
し
て
実
施

す
べ
き
業
務
等
に
つ
い
て
検
討
・
選

定
す
る
な
ど
、町
の
行
政
機
能
を
継

続
さ
せ
る
た
め
の
業
務
継
続
計
画
を

整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、平
成
28

年
度
は
、地
域
防
災
計
画
や
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
、災
害
発
生

時
に
お
け
る
初
動
対
応
を
は
じ
め
、

災
害
対
策
本
部
会
議
の
運
営
に
つ
い

て
各
職
員
が
実
際
に
行
動
で
き
る
よ

う
図
上
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、私
の
公
約
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
に
お
い
て
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
構
想
検
討
委
託

料
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
、町
内

に
既
存
す
る
住
民
公
園
等
を
活
用

し
、平
常
時
に
は
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
と
し

て
、ま
た
災
害
時
に
は
災
害
活
動
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
防

★同じ放送内容が流れます★

防災行政無線 戸別受信機
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ま
た
町
内
全
域
に
お
い
て
、１
年

で
も
早
く
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
基
礎
調
査
を
完
了
し
て
い
た
だ
く

よ
う
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
公
園
と
し
て
、各
方
面
よ
り
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。平
成
28

年
度
は
本
町
の
財
政
状
況
も
鑑
み
な

が
ら
、事
業
実
施
に
向
け
有
効
な
補

助
事
業
等
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、従

来
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
住
宅
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
、住
宅
耐
震
化
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
震
及
び
集
中
豪
雨
に
よ
る
堤

防
の
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、た

め
池
等
整
備
事
業
を
小
浦
地
区
大
船

河
池
に
お
い
て
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、平
成
27
年
度
で
事
業
計

画
概
要
書
を
作
成
し
ま
し
た
産
湯
地

区
小
谷
上
池
に
つ
い
て
、事
業
の
新

で
き
る
地
域
福
祉
の
確
立
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
」に
基
づ

き
、引
き
続
き
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
子
育
て
の
環
境
整
備
等
を
実

　

漁
港
・
漁
村
の
防
災
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、東
南
海
・
南
海
地
震
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、比
井
地
区
に

お
い
て
津
波
対
策
と
し
て
漁
村
再
生

交
付
金
事
業
に
よ
り
避
難
道
路
の
用

地
買
収
並
び
に
工
事
を
引
き
続
き
実

施
し
、漁
港
・
漁
村
の
総
合
的
な
防

災
機
能
の
強
化
・
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、災
害
に
強
い
漁
業
地
域
の

整
備
と
、地
区
住
民
は
も
と
よ
り
漁

業
地
域
に
お
け
る
就
労
者
・
来
訪
者

の
安
全
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
防
災
対
策
で
は
、平
成
28
年
度

　

保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成

28
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
で
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
の
自

己
負
担
無
料
化
を
実
施
し
、受
診
率
向

上
に
つ
な
げ
、生
活
習
慣
病
予
防
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、大
腸
が
ん
検
診
、乳
が
ん
検

診
、子
宮
が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て

は
、節
目
年
齢
の
方
を
対
象
と
し
た

無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
継
続
実
施

し
、が
ん
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
26
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し

た「
地
域
福
祉
計
画
」の“
つ
な
が
り
・

支
え
合
い
が
交
わ
り
な
が
ら
結
び
つ

く
温
か
い
地
域　

ひ
だ
か
”を
基
本
理

念
と
し
、一
人
ひ
と
り
の
住
民
が
安
心

規
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

に
よ
り
、町
内
９
箇
所
の
た
め
池
に

つ
い
て
浸
水
被
害
区
域
を
想
定
す

る
、た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
い
た
し
ま
す
。

よ
り
県
営
の
通
常
砂
防
事
業
で
土
砂

災
害
を
防
ぐ
た
め
、池
田
地
区
・
高
家

地
区
・
下
志
賀
地
区
に
お
い
て
砂
防

堰
堤
の
整
備
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
事
業
や
福
祉
施
策
の
充
実

　
　

特
定
健
康
診
査
の
自
己
負
担
無
料
化

　
　
　

保
育
所
の
利
用
料
無
料
対
象
期
間
の
拡
大

　
　

内
原
小
学
校
の
隣
接
地
に
学
童
保
育
所
を
建
設

小浦地区大船河池
� 池に続く道を整備中

ため池ハザードマップ（イメージ）

「クエっこランド」の様子
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施
し
て
ま
い
り
ま
す
。子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ク
エ
っ
こ
ラ
ン
ド
」に

つ
き
ま
し
て
は
、利
用
者
の
方
に
大

変
好
評
を
頂
い
て
お
り
、今
後
も
利

用
者
の
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

等
を
十
分
参
考
に
し
な
が
ら
、よ
り

良
い
子
育
て
の
場
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、保
健
師
に
よ
る
乳
児
の
全

戸
訪
問
を
継
続
実
施
し
、お
子
様
の

健
や
か
な
成
長
発
達
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
所
の
利
用
料
に
つ
き

ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で「
日
高
町
第
三

子
以
降
に
係
る
保
育
料
無
料
化
事

業
」と
し
て
、３
人
目
の
お
子
様
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
０
歳
か
ら
２
歳

児
ま
で
を
無
料
と
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、平
成
28
年
度
よ
り
、対
象
年
齢

を
拡
大
し
、就
学
ま
で
の
全
期
間
を

無
料
と
し
、更
に
対
象
施
設
も
企
業

内
保
育
所
や
幼
稚
園
等
な
ど
全
て
の

施
設
を
対
象
と
致
し
ま
す
。

　

学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、保

護
者
の
勤
務
時
間
や
就
労
形
態
の
多

様
化
に
伴
い
、今
後
ま
す
ま
す
学
童

保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、障

が
い
者
の
心
身
の
状
況
、置
か
れ
て
い

る
環
境
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、本
人
の

意
向
に
合
わ
せ
て
、総
合
的
な
支
援
方

針
や
解
決
す
べ
き
課
題
を
踏
ま
え
、最

も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
、相
談
支
援
専
門
員
が
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
を
作
成
し
、そ
の
後
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、そ
の
方
が
適
切
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
近
年
、障
が
い
者

の
方
の
地
域
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、障
が
い
の
あ
る
方
が
、健
常

者
と
同
じ
生
活
と
い
う
の
で
は
な
く
、

健
常
者
が
普
通
に
生
活
し
て
い
る
よ

う
に
、障
が
い
者
の
方
が
普
通
に
生
活

中
、学
童
保
育
所
の
充
実
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、平

成
28
年
度
は
、内
原
校
区
の
児
童
を

対
象
と
し
た
学
童
保
育
所
を
、内
原

小
学
校
の
隣
接
地
に
建
設
し
、児
童
・

保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
と
子
育
て

環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

で
き
る
よ
う
に
、人
格
と
個
性
を
尊
重

し
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、昨
年
よ
り
株
式
会
社
松
源

並
び
に
紀
州
農
業
協
同
組
合
に
よ
る

町
内
で
の
移
動
ス
ー
パ
ー
が
開
始
さ

れ
、利
用
者
の
み
な
さ
ま
よ
り
大
変

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、今
後
も
民
間
事
業
者
の
ご

協
力
の
も
と
、高
齢
者
支
援
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、高
齢
者
福
祉

の
増
進
と
、高
齢
者
の
外
出
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
か
ら
本
格
的
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、会
員

数
64
名（
男
性
51
名
・
女
性
13
名
）で

草
刈
り
・
剪
定
・
清
掃
等
、各
種
の

作
業
を
実
施
し
て
お
り
、平
成
28
年

度
か
ら
は
新
規
作
業
の
取
組
も
検
討

中
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
住

民
の
み
な
さ
ま
へ
の
就
業
内
容
・
会

員
募
集
に
つ
い
て
広
報
等
周
知
を

図
っ
て
い
た
だ
き
、高
齢
者
の
働
く

場
と
し
て
、町
民
の
方
に
親
し
み
や

す
い「
日
高
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
確
立
し
て
い
た
だ

き
た
く
、町
と
致
し
ま
し
て
も
で
き

る
限
り
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、高
齢
者
の
み
な
さ
ま
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
包
括

ケ
ア
体
制
の
構
築
、介
護
保
険
制
度

の
適
正
な
運
営
、介
護
予
防
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成27年度に完成した
� 志賀学童保育所

㈱
松
源
に
よ
る
移
動
ス
ー
パ
ー
（
上
）

紀
州
農
協
に
よ
る
移
動
ス
ー
パ
ー
（
下
）

障
が
い
者
、高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
　
　
　

買
い
物
や
外
出
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　

介
護
予
防
事
業
の
推
進
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水
路
・
鉢
巻
水
路
の
水
源
の
基
と

な
る
若
野
頭
首
工
の
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
、平
成
27
年
度
か
ら
、県

営
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
改
修
工

事
を
引
き
続
き
行
い
、ま
た
、内
原

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
所
得
安
定
対
策
等
直
接
支
払
、

多
面
的
機
能
支
払
、新
規
就
農
・
経

営
継
承
総
合
支
援
事
業
・
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業
等
を
引
き
続

き
推
進
し
、農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
が
進
む
中
、水
田
農
業
活

性
化
事
業
、農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
等
、遊
休
農
地
解
消
総
合
対
策

促
進
事
業
等
を
推
進
し
、農
地
の
有

効
利
用
並
び
に
遊
休
化
の
防
止
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、当
町
農
業
の
要
と
な
る
農

業
用
水
に
つ
き
ま
し
て
、日
高
幹
線

揚
水
機
場
の
２
号
ポ
ン
プ
の
改
修

工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、そ
の

改
修
費
用
の
一
部
を
負
担
し
、安
定

的
な
農
業
用
水
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、イ
ノ
シ
シ
、タ
ヌ
キ
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
被
害
が

発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、対
応

に
迫
ら
れ
て
い
る
農
家
の
方
々
の
ご

苦
労
は
、並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、各
支
援

を
平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
施
策
等
を
十
分
注
視
す
る
と
と

も
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、農
業
従
事
者
の
利
益
を

考
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

た
め
、小
企
業
経
営
改
善
資
金
の
利
子

補
給
制
度
の
活
用
を
商
工
会
を
通
じ
、

引
き
続
き
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
埼
玉
県
和
光
市
で
開

催
さ
れ
た「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
鍋
グ
ラ

ン
プ
リ
」で
は
、民
宿
組
合
の
方
々
を

中
心
に
当
町
の
ク
エ
鍋
で
初
出
店

し
、３
位
入
賞
と
な
り「
Ｊ
―

ブ
ラ
ン

ド
鍋
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
計
画
さ
れ
て
い

る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
へ

の
出
場
権
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
を
機
会
に
、関
係
団
体
の
み
な
さ

ん
と
連
携
し
、ク
エ
と
と
も
に
熊
野
古

　

次
に
、水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、漁
業
資
源
の
減
少
や
、漁
価

の
低
迷
、漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
、

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
く
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、水
産
資
源
の

確
保
と
漁
価
の
安
定
等
を
図
る
た

め
、ク
エ
、ヒ
ラ
メ
、サ
ザ
エ
、伊
勢
エ

ビ
等
の
放
流
事
業
を
引
き
続
き
支
援

し
、ま
た
、平
成
28
年
度
か
ら
は
新
た

に
磯
根
漁
場
再
生
事
業
を
支
援
し
、

ナ
マ
コ
の
育
成
放
流
し
、資
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る

道
や
西
山
・
産
湯
海
水
浴
場
等
、当
町

の
魅
力
を
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
、観
光
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、過
去
３
回
実
施
し
て
い

る
、軽
ト
ラ
市
に
つ
い
て
も
、引
き
続

き
開
催
し
、地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
野

菜
・
果
物
等
を
地
域
住
民
や
観
光
客

等
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、地
元
産
品

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
経
営
の
安
定
化
を

　
　

安
定
的
な
農
業
用
水
の
確
保

　
　
　

有
害
鳥
獣
対
策
に
も
引
き
続
き
支
援
を
実
施

水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
業
の
振
興

　
　

新
た
に
ナ
マ
コ
の
育
成
放
流
を
支
援

　
　
　

鍋
Ｇ
Ｐ
で
の
３
位
入
賞
が
絶
好
の
機
会

クエ鍋のブースに長蛇の列（鍋GP）
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一
方
、消
費
生
活
に
係
る
環
境
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、高
齢
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、悪
徳
商
法
や
振

り
込
め
詐
欺
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
等
、ま
す
ま
す
手
口

は
巧
妙
化
し
て
お
り
、こ
う
し
た
新
た

な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、若
年

層
ま
で
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、平
成
28
年

度
に
お
い
て
も
啓
発
グ
ッ
ズ
の
作
成

配
布
等
実
施
し
消
費
者
行
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

温
泉
館「
海
の
里
」に
つ
き
ま
し
て

は
、閉
鎖
さ
れ
て
い
た
食
堂
部
が
、昨

年
７
月
か
ら
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
・
海
産
物
を
提
供
し
、当
町
一

次
産
業
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
食
堂
と
し

て
再
開
さ
れ
ま
し
た
。産
業
振
興
・

観
光
振
興
の
１
つ
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
も
も
た
せ
な
が
ら
、今
後
も
、関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
増
客
に
努

め
、利
用
者
み
な
さ
ま
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、町
民
の
健
康
増
進
と
利
用
者
相

互
の
交
流
並
び
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
を
図
り
、地
域
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
道
路
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資
本
で
あ

り
、町
づ
く
り
の
骨
格
形
成
並
び
に

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
う
え

か
ら
も
、住
民
生
活
と
密
接
に
関
連

す
る
生
活
道
路
を
は
じ
め
、基
幹
交

通
体
系
と
な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、継
続
事

業
と
し
て
、県
道
井
関
御
坊
線
の
原

谷
地
区
お
よ
び
県
道
柏
御
坊
線
の
中

志
賀
か
ら
上
志
賀
間
に
お
い
て
、平

成
27
年
度
に
引
き
続
き
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
道
御
坊
由
良
線
の
田
杭
・

阿
尾
間
、比
井
・
産
湯
間
、県
道
柏
御

坊
線
の
柏
・
上
志
賀
間
に
つ
き
ま
し

て
は
、早
期
の
工
事
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
関
係
で
は
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
に
よ
る
、町
道
比
井
小

学
校
川
添
線
の
拡
幅
改
良
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
平
成
28
年
度
を
も
っ
て

完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま

た
、町
道
高
家
中
央
線
の
拡
幅
改
良
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、橋
り
ょ
う
の
詳

細
設
計
・
用
地
買
収
と
一
部
工
事
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
明
日
の
日
高
町

を
担
う
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
小
・
中
学

校
の
連
携
強
化
の
も
と
、自
然
や
産

業
、人
材
な
ど
の
教
育
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
、確
か
な
学
力
、豊
か
な

心
、健
や
か
な
体
の
調
和
を
重
視
し

た「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
活
動

の
推
進
、安
全
対
策
の
強
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
安
全
・
安
心
で
快
適

な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
学
校
施
設
の
修

繕
、備
品
等
の
整
備
を
行
い
な
が
ら

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
学
校
支
援
員
は
、小

学
校
に
７
名
、中
学
校
に
は
３
名
を
加

配
し
、普
通
学
級
で
の
個
に
応
じ
た
学

習
支
援
や
発
達
障
害
等
を
も
つ
児
童

道
路
交
通
網
の
整
備

　
　

県
道
に
お
け
る
工
事
継
続
や
計
画

　
　
　
　
　
　
　

町
道
高
家
中
央
線
の
拡
幅

「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
活
動

　
　
　
　
　
　
　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

平成28年度完成予定の
� 町道比井小学校川添線

温泉館食堂部の「みちしお亭」
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生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。平
成
28
年
度
は
小
学
校
へ

の
加
配
を
さ
ら
に
１
名
増
員
し
、支
援

が
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
児
童
生
徒

に
対
応
で
き
る
よ
う
配
置
し
、学
習
環

境
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
に
内
原
小
学

校
に
設
置
し
た
通
級
指
導
教
室
の

充
実
を
図
る
た
め
、教
室
の
増
築
を

　

近
年
、全
国
的
に
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
が
増
え

て
お
り
、防
災
を
は
じ
め
衛
生
、景
観

等
に
お
い
て
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
現
状
を
捉
え
、国
に
お
い
て

も「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　

ま
た
、平
成
28
年
度
は
、将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
の
、中
・
長
期
的
な
基
本

計
画
で
あ
る
経
営
戦
略
を
策
定
し
、

今
後
も
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、現
在
、町
内
全
域
に
お
け
る
生

活
排
水
処
理
率
は
81
パ
ー
セ
ン
ト
で

ご
ざ
い
ま
す
。平
成
28
年
度
に
お
い

て
も
、公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
、

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、個
人
設
置
型
で
あ
る
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
を
継
続
し
、推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に
お
い

て
は
、農
村
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

の
活
用
に
よ
り
、性
能
低
下
の
度
合

い
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、そ
の
性

能
低
下
が
起
こ
っ
て
い
る
要
因
を
特

定
す
る
た
め
の
機
能
診
断
を
行
い
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、水
道
事
業
と
同
様
に
経
営

戦
略
を
策
定
し
、経
営
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
措
置
法
」が
昨
年
５
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、市
町

村
で
は
空
き
家
の
所
在
や
所
有
者
に

関
す
る
調
査
が
可
能
と
な
り
、調
査

に
あ
た
っ
て
は
固
定
資
産
税
情
報
の

内
部
利
用
等
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、市
町
村
は
空
き
家
等
に
関

し
て
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
や
適

切
な
管
理
の
促
進
と
有
効
活
用
に
努

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、自

己
の
向
上
や
充
実
を
目
指
す
た
め
、

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
公
民
館
教

室
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
自
然
体
験

等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
学
習
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、安
定

的
に
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
、平
成
28
年
度
も
継
続
事

業
と
し
て
、引
き
続
き
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
送
水
管
の
布
設
替
え
を
実

施
し
、管
路
の
耐
震
化
を
進
め
、非
常

時
の
水
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 安

定
的
か
つ
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給

　
　

送
水
管
の
布
設
替
え
や
管
路
の
耐
震
化

　
　
　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

空
き
家
対
策
事
業

　
「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
の
登
録
を
推
進

　

空
き
家
解
体
撤
去
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

廃
棄
物
処
理
費
用
の
一
部
を
助
成
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【お問い合わせ先】
　疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あてに、郵
便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封筒を
添えて、9月20日までにお問い合わせください。
　詠進の注意事項・その他詳しくは、宮内庁ホームペー
ジ（http://www.kunaicho.go.jp/）をご参照ください。

　平成29年の歌会始のお題が「野
の

」と定められま
した。
　（注）�お題は「野

の

」ですが、歌に詠む場合は「野」の文
字が詠み込まれていればよく、「野

の

火
び

」「視
し

野
や

」
のような熟語にしても差し支えありません。

■詠進要領
（１）詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人
一首とし、未発表のものに限ります。
（２）書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右
半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番
号、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日、性別およ
び職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてくだ
さい（書式図参照）。
　無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に
職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職
業を書いてください）。
　なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し
支えありません。
（３）用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書
してください。ただし、海外から詠進する場合は、用
紙は随意（但し、半紙サイズ24cm×33cmの横長）と
し、毛筆でなくても差し支えありません。

歌会始のお題と詠進要領
平成29年は「野」

（４）病気または身体障がいのため毛筆にて自書する
ことができない場合は、下記によることができます。
ア　代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所お
よび氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
イ　本人がワープロやパソコンなどを使用して印
字する。この場合、これらの機器を使用した理由を
別紙に書いて詠進歌に添えてください。
ウ　視覚障がいの方は、点字で詠進しても差し支え
ありません。
■詠進の期間
　平成28年９月30日まで（当日消印有効）
■あて先
「〒100-8111 宮内庁」
とし、封筒に「詠進歌」と
書き添えてください。

（詠進歌は、小さく折って封入し
て差し支えありません）

お
題

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

「
野
」

〒
住　
　

所

電
話
番
号

氏　
　
　

名

生
年
月
日

性
別

ふ

り

が

な

職　

業
（
山
折
り
）

書式図（横長）

移
住
希
望
者
へ
の
一
助
と
な
り
、人

口
の
維
持
・
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、空
き
家
と
な
っ
た
建
物
を

解
体
・
撤
去
す
る
に
も
、所
有
者
等

に
と
っ
て
は
そ
の
処
理
費
用
が
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
も
実
情
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、町
内
に
所

在
す
る
個
人
所
有
の
空
き
家
解
体
や

撤
去
に
伴
い
、必
要
と
な
る
廃
棄
物

処
理
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、補
助

す
る
こ
と
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、住
環
境
の
向
上
を
は

じ
め
、町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
と

災
害
の
未
然
防
止
、美
し
い
景
観
の

形
成
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
平
成
28
年
３
月
議
会
に
お
け
る
�

施
政
方
針
演
説
抜
粋
）

め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
・
県
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て

も
、空
き
家
対
策
の
推
進
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、本
町
の
総
合
戦
略

に
お
い
て
も
、こ
の
空
き
家
対
策
を

施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、町
内
に
お
け

る
空
き
家
の
所
在
や
所
有
者
等
の
情

報
を
関
係
各
区
と
連
携
し
な
が
ら
、

把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
て
集
め
た
情
報
を
整
理
し
、

所
有
者
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、和

歌
山
県
の
実
施
す
る「
わ
か
や
ま
空

き
家
バ
ン
ク
」へ
の
登
録
を
推
進
す

る
な
ど
、関
係
各
方
面
と
の
協
力
・

連
携
を
図
り
な
が
ら
、空
き
家
情
報

の
収
集
と
発
信
に
努
め
、ひ
い
て
は

空き家（ぼかし有）



　広報ひだか2016.5月号 14

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

空
き
家
解
体
の

　

廃
棄
物
処
理
費

�

補
助
事
業

　

長
く
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
建
物

を
対
象
に
、解
体
・
撤
去
に
か
か
る

廃
棄
物
処
理
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象

　
町
内
の
個
人
所
有
住
宅
で
空
き
家

の
解
体
お
よ
び
撤
去
に
要
す
る
廃
棄

物
処
理
費
用

【
補
助
要
件
】

①�

個
人
の
所
有
物
件
で
あ
り
、借
地

の
場
合
は
土
地
所
有
者
の
同
意
を

得
て
い
る
建
物
で
あ
る
こ
と

②�

解
体
撤
去
事
業
者
は
、町
内
業
者

で
あ
る
こ
と

③�

公
的
補
償
費
の
対
象
家
屋
等
は
対

象
外
と
し
、か
つ
、関
連
又
は
重
複

す
る
補
助
が
な
い
こ
と

④�

ア
パ
ー
ト
等
事
業
の
用
に
供
し
て

い
た
家
屋
等
で
な
い
こ
と

⑤�

隠
居
・
納
屋
・
倉
庫
の
み
の
解
体

で
は
な
い
こ
と

⑥�

補
助
金
申
請
時
お
お
む
ね
１
年
以

上
居
住
し
て
い
な
い
こ
と

⑦�

申
請
時
に
築
40
年
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と

申
請
者　

個
人
の
家
屋
等
の
所
有
者

で
、町
税
お
よ
び
使
用
料
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

補
助
金
額

　
解
体
・
撤
去
に
か
か
る
廃
棄
物
処

理
費
用
全
額（
上
限
50
万
円
ま
で
）

※
お
一
人
に
つ
き
１
回
限
り

提
出
書
類

　

申
請
に
際
し
て
は
、

事
前
に
直
接
、総
務
政
策
課
企
画
政

策
班（
役
場
別
館
２
階
）ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
申
請
時

補
助
金
交
付
申
請
書
、見
積
書
等
、

固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
課
税
台

帳
兼
名
寄
帳（
税
務
課
で
入
手
で

き
ま
す
）、位
置
図
お
よ
び
現
況
写

真
、そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
も
の

■
完
了
時

完
了
報
告
書
、産
業
廃
棄
物
業
者

の
請
求
書
・
領
収
書
、産
業
廃
棄

物
管
理
票（
Ａ
票
）の
コ
ピ
ー
、写

真
、そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
も
の

事
業
年
度

　

平
成
28
年
度

�

～
平
成
30
年
度
の
３
か
年

　

詳
し
く
は
、総
務
政
策
課（
☎
６
３･

２
０
５
１
）ま
で
。

　

５
月
16
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま

で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
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「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、

煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の
焼
却

で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ
に

入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す お問い合わせは、

（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

〜
日
本
経
済
の
未
来
は
、

�

あ
な
た
の
調
査
票
か
ら
〜

●�

平
成
28
年
６
月
に
実
施
す
る
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、全
国

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象

に
、全
産
業
分
野
に
つ
い
て
売
上

（
収
入
）金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理

項
目
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把

握
す
る
我
が
国
唯
一
の
調
査
で

す
。

●�

調
査
の
結
果
は
、国
の
各
種
行
政

施
策
を
は
じ
め
、地
域
の
産
業
振

興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地

域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●�

支
社
な
ど
が
な
い
事
業
所
に
は
、

調
査
員
が
直
接
伺
い
、調
査
票
を

お
配
り
し
ま
す
。

●�

支
社
な
ど
が
あ
る
企
業
等
に
は
、国

が
本
社
な
ど
に
傘
下
の
支
社
分
の

調
査
票
を
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

●�

調
査
票
は
平
成
28
年
５
月
末
ま
で

に
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

経
済
セ
ン
サ
ス

�
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

◆�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆�

お
問
い
合
せ
先　

総
務
政
策
課
統

計
係（
☎
６
３･

２
０
５
１
）

総務省･経済産業省･和歌山県･日高町

経済センサス-活動調査につい
ては、キャンペーンサイトを
ご覧ください。

http://www.e-census2016.stat.go.jp/

平成28年

6月1日

「信書」の送達について
　「信書」とは、「特定の受取人に対し、差出人の意思
を表示し、または事実を通知する文書」のことをい
います（郵便法および信書便法）。
　具体的には、はがきや手紙のほか、請求書や契約
書、招待状、証明書、一部のダイレクトメールなど
も、特定の受取人に対し内容を伝えるために送付す
る場合は「信書」に該当します。
　信書の送達は、国民のみなさまの基本的通信手段
であり、憲法が保障する通信の秘密を保護する必要
があることから、信書についての秘密を侵すことは

禁止されており、他人の信書の送達の事業は、日本
郵便株式会社および総務大臣の許可を受けた信書
郵便事業者のみが行うことができます。
　これらの事業者以外の者が信書を送達すること
（運送営業者等が他人の為に信書の送達をすること
や他人の信書の送達を業としてすること）も、これら
の運送営業者等や他人の信書の送達を委託すること
も法律で禁じられていますので、ご注意ください。

　なお、信書制度および信書便制度の詳細について
は、総務省郵政行政部のホームページ（http://www.
soumu.go.jp/yusei/index.html）をご覧ください。

経済センサス2016 検索
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、1冊目は年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②2冊目は同様のものを、1万円で販売します。
　  ※助成券はお一人につき、最大２冊まで
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成29年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和17年3月31日以前に生まれた方）
　　（注）※ 日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739・
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
の
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
た
り
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
に

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
通
り
、特
設
人
権
相
談
を
開

設
し
ま
す
。１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

６
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

　
　

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　

悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
・
人
権
相

談
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を

�

ご
存
知
で
す
か

制度が変わりました！制度が変わりました！
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、紀

州
農
業
協
同
組
合
、和
歌
山
県
信
漁

連
、紀
陽
銀
行
、き
の
く
に
信
用
金

庫
、近
畿
労
働
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
金
融
機
関
窓
口
ま
で
、口
座
振
替

さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ
れ
て
い
る

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 
務 
課

お
知
ら
せ

　

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
各
町
税
の
納
期
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。税
務
課
で
は
、

便
利
で
安
心
、確
実
な
口
座
振
替
制
度

日高町
農・4 4 8

　

農
耕
作
業
用
の
車
両
で
公
道
を
利

用
す
る
場
合
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
付
け
な
い
で
運
転
す
る
と
道
路
運

送
車
両
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機

等
が
対
象
車
両
と
な
り
ま
す
の
で
、税

務
課
で
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、登
録
さ
れ
ま
す
と
翌
年
度

よ
り
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、農
耕
作
業
用
車
両
に

黄
色
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

ら
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
登
録
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
耕
作
業
車
両
に
も

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

�

つ
け
ま
し
ょ
う

町税納期限一覧表
税　目 期　別 納　期　限

軽自動車税 全期分 5月2日

町 県 民 税

第1期分 6月30日

第2期分 8月31日

第3期分 10月31日

第4期分 翌年1月31日

固定資産税

第1期分 5月2日

第2期分 8月1日

第3期分 9月30日

第4期分 12月28日

国民健康保険税 1期〜10期 6月～翌年3月

町
税
の
納
期
限
を

�

お
知
ら
せ
し
ま
す

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

は
、固
定
資
産
税
を
第
１
期
分
に
、全
期
前
納

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、前
納
報
奨
金
付
納
付
書
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
取
扱
で
き
ま
せ

ん
。必
ず
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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　地域･職域における健康づくりを推進するため、生活習慣改善の普及･啓発等、地域活
動に携わる人材の育成・確保を行います。
◆対 象 者：①御坊保健所管内にお住まいの方
　　　　　　②5回の講座を原則全て受講できる方
　　　　　　③�大学修了後、地域・職域等での健康づくりを推進するヘルスメイト・健康推進員と

して地域活動に参加する意思を有する方
　　　　　　　（現在、ヘルスメイト等で活躍されている方も参加できます）
◆場 　 所：御坊保健所
◆募集人数：35人　受講ご希望の方は、6月15日までに健康推進課（☎63・3801）まで。

講
座
内
容
と
日
程

日　時 項　目 講 座 内 容

1 6月28日（火）
13:30 ～ 16:00

・開講式
・健康日高21（第2次）
・笑いと健康

オリエンテーション
◆健康日高21（第2次）
◆「ラフターヨガ（笑いヨガ）で若返ろう」

2 7月21日（木）
13:30 ～ 16:00

・管内の健康状況と生活習慣予防について
・管内の各種健診
・健康と栄養・食生活

◆管内の健康状況と生活習慣予防について
◆管内市町健康状態と各種健診
◆栄養の基礎知識　食事バランスガイド

3 8月30日（火）
13:30 ～ 16:00

・食品衛生と健全な生活環境
・身体活動・運動

◆食中毒予防と食品添加物の知識
◆「ロコモチェックをしてみよう」
　〜今日からロコモトレーニング〜

4 9月13日（火）
13:30 ～ 16:00

・生活習慣病予防につながる食事 ◆バランスを考えた献立の立て方
◆調理実習（バランス食）

5 10月4日（火）
13:30 ～ 16:00

・地区組織活動

・修了式

◆�食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動事例紹介
◆地域の健康づくりを考えよう（グループワーク）
修了証書授与

平成 28 年度「健康日高 21」

わっはっは笑いの大学　PartⅫ
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被害者支援活動員養成講座のお知らせ
　紀の国被害者支援センターでは、平成28年度
被害者支援活動員養成講座の受講生を募集しま
す。私たちの身近なところで、犯罪や事故で多く
の方が傷ついています。
　当センターでは電話･面接相談、裁判付添など
の直接支援や、利用できる機関紹介などの支援活
動を行っています。

　この活動を支えていただく、被害者支援活動員
の養成講座を開講します。
　当センターで被害者支援活動員を目指す方・
被害者支援に関心のある方・ご自分の仕事等に
役立てたい方など、みなさまのご応募をお待ちし
ています。

■講座日程
　　　前期：６月11日（土）、６月25日（土）、７月２日（土）
　　　後期：７月９日（土）、７月10月（日）
■募集人数：30人（センターの都合により、お断りすることがあります）
■受講料等：申込金（2,000円）
　　　　　　前期・後期受講料（各3,000円）
■申込受付：5月2日（月）〜6月3日（金）

【お問い合せ先】
　紀の国被害者支援センター　（☎073･427･2100/FAX073･488･6219）
　　　　　　　　　　　　　　（Eメール：kvscwakayama@mirror.ocn.ne.jp）

被害者支援活動員養成講座のお知らせ
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お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）

産 

業 
建 
設 
課

お
知
ら
せ　センターには、永年の

職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡
先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜〜金曜　9：30〜12：00  13：00〜16：00
　　　　　　　　　　　　　 （昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　おまちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　おまちしています！
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３月３日（木 )
　みんなで、おだいり様・おひな様
みたいに、かわいく変身しました♡

３月１８日（金 )
　ヨーヨーすくいやボール入れ、わなげで遊
んだよ♪
　クエっこランドでの思い出を、生演奏の中
スクリーンで観ました。
　最後にはお母さん方から、お歌のプレゼント。
　本当にありがとうございました！

３月１１日（金 )
　イースター遊び（卵探
し）を親子でしました。
とっても楽しかったね♡

☆ひな祭り☆

☆お楽しみ会☆ ☆M＆Me　英語で遊ぼう☆

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前  9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎ 70･4140）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

♪♪♪５月の行事予定♪♪♪

10日（火）　子育て広場	  9:30〜11:00

13日（金）　M＆Me　英語で遊ぼう

19日（木）　お散歩

20日（金）　午後休館

24日（火）　おはなしの会	10:30〜

（行事予定は、変更する場合があります）
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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆溺れる月� （新野　剛志）
　ランニング仲間との「レース」にはまっている
インテリア会社社長・高木のもとに「明日のレー
スには負けなさい。さもなければ、ひとが死にま
す」という脅迫状が届き…。

☆神戸電鉄殺人事件� （西村　京太郎）
　神戸の異人館のプールで、若手女優と会社社長
の死体が発見された。プノンペンで、東京駅で、神
戸電鉄の車内で。被害者たちを繋ぐ長い線とは？
十津川警部が大胆不敵な連続殺人に挑む、長編ト
ラベルミステリー。

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

以上、全部で３１冊！

《一般書　そのいち》 《一般書　そのに》

一般書
●小松とうさちゃん （絲山　秋子）
●ムーンナイト・ダイバー （天童　荒太）
●温泉妖精 （黒名　ひろみ）
●異郷の友人 （上田　岳弘）
●キズナ （松本　利夫）
●図説だまし絵 （谷川　渥）
●ＧＥＥＫＳＴＥＲ （大倉　崇裕）
●倒れるときは前のめり （有川　浩）
●ハーメルンの誘拐魔 （中山　七里）
☆溺れる月 （新野　剛志）
●ガラパゴス　上・下 （相場　英雄）
●その姿の消し方 （堀江　敏幸）

●花冷えて （あさの　あつこ）
●バビロンの秘文字 （堂場　舜一）
●ハンニバル戦争 （佐藤　賢一）
●よこまち余話 （木内　昇）
●スピルバーグ （リチャード・シッケル）
●西洋菓子店プティ・フール （千早　茜）
●象は忘れない （柳　広司）
☆神戸電鉄殺人事件 （西村　京太郎）
●定年するあなたへ （佐々木　常夫）
●日本を救うＣ層の研究 （適菜　収）
●日本をダメにしたＢ層の研究 （適菜　収）

おはなしの会
絵本や紙芝居の読み聞か
せを実施しています!
　おはなしの会では、毎月第3
火曜日の午前10時から、中央
公民館2階和室にて絵本や紙芝
居の読み聞かせを実施しています。興味のある
方は、お気軽にお越しください。

みなさんのお越しを
お待ちしています!!
みなさんのお越しを
お待ちしています!!
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保健だより 

年に1度は特定健診、
  がん検診を受けましょう！
年に1度は特定健診、
  がん検診を受けましょう！
年に1度は特定健診、
  がん検診を受けましょう！

～健やかな未来のために～～健やかな未来のために～

　特定健診は、メタボリックシンドロームをはじ
めとする生活習慣病の芽を早期に発見し、予防・
改善につなげるための健診です。発見できるのは
メタボに関する病気だけでなく、肝臓病や腎臓病
などさまざま。「最近、お腹がでてきた…」という方
も、そうでない方も、毎年１回受けて、自分の体を
見直しましょう！

★�特定健診は、ご加入の医療保険者が40歳～ 74歳
までの方を対象に実施します。医療保険証で加
入している医療保険者を確認のうえ、医療保険
者の指示に従って受診しましょう。
　（39歳以下で、健康診査を希望される方は、町の
集団健診で受診できます）

～～特定健診と受診後の流れ～～
■受診券が届く
　対象となる方に、特定健診のお知らせや受診
券が送付されます。受診券の有効期限や実施機
関などを確認し、申し込みましょう。
■特定健診を受ける
　申し込んだ医療機関や健診会場等で健診を
受けます。
※�40歳～ 74歳の国民健康保険加入者の方は、
自己負担金が無料ですが、39歳以下の方は、
自己負担金が600円です

■診断結果を確認する
　健診結果は一定の基準により、
①情報提供
②動機付け支援
③積極的支援
　の３つに判定されます。

【①情報提供】
　生活習慣病によるリスクがないとされた方
や既に治療中の方を含め、受診者全員に行われ
ます。健診結果の見方や健康づくりのための情
報などが提供されます。要再検・要精検と診断

された方は、詳しい検査を受けましょう。早期
発見できればそれだけ早く治療を行うことが
できます。医師の診断を受けて、必要な医療に
かかりましょう。

【②動機付け支援】
　メタボなどによる生活習慣病のリスクが出現
し始めている方が対象です。

【③積極的支援】
　メタボなどによる生活習慣病のリスクが重
なっている方が対象です。
※�②③の方は、日々の生活を見直すきっかけとして、管理

栄養士や保健師と面接等を行っていただきます

生活習慣病を発見・予防するために特定健診を受けましょう

今年から、特定健診の自己負担金が
無料になりました!!

【特定健診の検査項目】
腹囲測定・身体計測（身長・体重・ＢＭI）・血
液検査（血糖・中性脂肪・ＨＤＬコレステロー
ル・ＬＤＬコレステロール・ＧＯＴ・ＧＰＴ・
γ－ＧＴＰ）・血圧測定・検尿・問診・心電図
検査・診察
（集団健診のみ実施：尿酸・クレアチン・ｅＧ
ＦＲ）
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　今年も、特定健診・がん検診を町内
10カ所にて実施します。お申込み、お
問い合わせは、健康推進課までお願い
します。
★検診の種類（自己負担額）
・胃がん（500円）
・大腸がん（300円）
・肺がん〈レントゲン〉（無料）
　　　　〈喀痰〉（500円）
・乳がん（500円）
・前立腺がん（300円）
・肝炎ウイルス検査（無料）

平成28年度　集団健診日程表
（特定健診・胃・大腸・胸部・乳房・前立腺検診）

月　日 曜　日 健 診 場 所

6月22日 水 比井崎漁村センター

6月25日 土 比井小学校（体育館）

6月30日 木 小浦公民館

7月5日 火 日高町文化会館

7月9日 土 志賀小学校（体育館）

7月23日 土 日高町農村環境改善センター

8月2日 火 萩原公民館

8月7日 日 内原保育所

8月19日 金 荊木公民館

8月26日 金 日高町保健福祉総合センター

健診のお申込み、問い合わせは健康推進課（☎63･3801）まで。
☆☆子宮がん検診について☆☆
　子宮がん検診は町指定の下記の医療機関で受診できます。
○国保日高総合病院
○天津医院
○日高マタニティクリニック
　子宮がん検診受診券（ハガキ）をご持参のうえ、受診されますようよろしくお願いします。
　20歳以上74歳以下の女性の方に、４月にお送りしています。
（40歳以上の方は集団健診のお知らせ封筒に同封しております）

※検診当日70歳以上の方は自己負担が無料です
※乳がんは40歳以上、前立腺がんは50歳以上の方が受診対象者です
※肺がんの喀痰検査は、喫煙本数×喫煙年数＝６００以上の方が対象です
※肝炎ウイルス検査は今まで受けたことがない方が対象です

今年の健診日程はこちら

お問い合わせ / 健康推進課（☎63・3801）

　節目の年齢の方を対象に、以下の検診の無料クーポンを配布しています。
　・子宮がん（20歳～ 40歳の５歳刻み）
　・乳がん（40歳～ 60歳の５歳刻み）
　・大腸がん（40歳～ 60歳の５歳刻み）
　対象者の方には、５月中にお送りしますので、ご自身のため、ご家族のためこの機会に受診してくだ
さい。

がん検診無料クーポンを配布中
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達
は
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
み
、

と
て
も
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
頃
、小
池
地
区
に
お
い

て
、不
審
な
男
の
出
没
情
報

が
あ
り
ま
し
た
。

　
不
審
者
に
つ
い
て
は
、小

池
方
面
の
人
気
の
な
い
道

路
で
自
転
車
に
て
帰
宅
途

中
の
女
子
中
学
生
の
後
を

ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
無
言

で
つ
き
ま
と
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。中
学
生
は
、近
く
の

民
家
に
逃
げ
込
み
助
け
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、被
害
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
あ
っ
て
は
、通
学
な
ど
の
際
、

で
き
る
だ
け
明
る
い
時
間
に
人
通
り
の
多
い
道
を
通
っ

て
通
学
す
る
よ
う
お
子
さ
ま
に
ご
指
導
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、不
審
者
を
目
撃
し
た
際
は
、す
ぐ
に
警
察
に
通

報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
御
坊
警
察
署

　
　
　
　（
☎
２
３･

０
１
１
０
）

・
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　（
☎
＃
９
１
１
０
）

きしゅう君

御坊警察署
　 23-0110
高家駐在所
　　林　 正樹

比井駐在所
　　髙出 博史

（お知らせ）
和歌山県警のホームペ
ージの警察相談ページ
よりご意見、ご感想、ご
相談を受け付けていま
す。県警のＨＰは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

　
先
日
、
自
宅
訪
問
型
の
買
取
業
者
と
の
事
件
や
ト

ラ
ブ
ル
が
日
高
町
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
事
件
の
内
容
例

宝
石
商
を
名
乗
る
者
が
訪
れ

「
家
に
あ
る
宝
石
や
指
輪
な

ど
の
鑑
定
を
無
料
で
行
い
ま

す
」
等
と
言
わ
れ
、
出
し
て

い
た
宝
石
な
ど
が
、
目
を
離

し
た
隙
に
持
ち
去
ら
れ
る
。

●
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
例

　
電
話
で
「
不
要
に
な
っ
た
電

化
製
品
を
買
い
取
り
ま
す
」
等

と
言
い
、
自
宅
に
訪
れ
、
最
終

的
に
持
っ
て
い
る
貴
金
属
な
ど

を
強
引
に
買
い
た
た
か
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
押
し
買
い
」

　
自
宅
に
訪
問
し
て
き
た
り
、

電
話
を
掛
け
て
く
る
の
は
、
そ

う
い
っ
た
悪
質
な
業
者
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

不審者の出没に注意！！
中
学
生
に
つ
き
ま
と
う

不
審
な
男
が
出
没
し
て
い
ま
す

訪
問
買
取
業
者
に
よ
る

　

 

事
件・ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　
３
月
中
旬
、
西
山
の
山
頂
に
あ
る
ピ
ク

ニ
ッ
ク
緑
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
金
属

製
の
溝
フ
タ
３
枚
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
は
、
今
後
も
発
生
す

る
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
、
近
く
で
不
審
な
人
物
や
車
な
ど

を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
知

ら
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

西山山頂の公園内で
　  金属盗難被害発生

萩
原
地
区
で
人
身
事
故
発
生
！
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

雪
吊
り
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
待
て
ず
し
て
戻
り
し
宿
の
ピ
ア
ノ
に
足
ら
ふ仲

田
美
智
子

叔
母
の
孫
デ
イ
の
連
絡
簿
に
書
き
込
む
を
吾
読
み
あ
げ
て
二
人
で
笑
う

鍵
本　

和
代

切
り
干
し
は
色
も
香
も
よ
く
仕
上
が
り
て
夕
や
け
空
に
平
穏
願
う

那
須　

久
枝

皺
の
手
に
金
柑
に
ぎ
り
種
を
取
る
母
の
フ
ォ
ー
ク
は
忙
し
く
動
く

庵
戸
眞
知
子

米
軍
の
基
地
許
さ
じ
と
辺
野
古
で
は
政
府
相
手
に
一
歩
も
退ひ

か
ず

中
西　
　

優

朝
霜
を
被
き
枯
れ
ゆ
く
花
々
の
姿
い
と
し
も
我
も
老
い
つ
つ

北
垣　

鈴
子

昭
和
史
を
語
り
し
本
を
読
み
い
れ
ば
思
い
広
が
る
静
か
な
る
夜

玉
井
か
を
る

無
造
作
に
机
に
置
か
れ
し
入
浴
剤
お
菓
子
の
よ
う
な
衣
を
ま
と
う

小
山　

和
代

園
庭
に
ピ
ン
ク
、紫
、赤
帽
は
春
の
ひ
か
り
に
は
じ
け
飛
び
交
う

深
海
三
千
代

サ
ミ
ッ
ト
の
話
題
に
耳
を
傾
け
る
伊
勢
路
の
空
の
明
る
さ
に
あ
り

松
原　

昌
子

研
ぎ
上
げ
し
昭
和
の
包
丁
試
し
み
る
春
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
サ
ク
サ
ク
と
切
る奥

田　

房
子

黒
ず
み
し
造
花
を
よ
せ
て
利と

し

久ひ
さ

に
房
咲
き
の
白
き
水
仙
供
う

馬
谷
美
代
子

北
向
き
に
座
る
地
蔵
の
小
さ
き
顔
周
り
の
草
を
直
に
抜
き
お
り

曽
根　

邦
子

国家公務員採用
一般職試験（高卒者試験）
日程のお知らせ

試 

験 

区 

分

　

事
務
・
技
術
・
農
業
・
農
業
土
木
・
林
業

受 

験 

資 

格

　

高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
見
込
み

�

お
よ
び
卒
業
後
２
年
以
内
の
方

申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）〜
６
月
29
日（
水
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）〜
６
月
22
日（
水
）

第
１
次
試
験
日

　

平
成
28
年
９
月
４
日（
日
）

試　

験　

地

　

京
都
市
、大
阪
市
、神
戸
市
、奈
良
市
、

　

和
歌
山
市
、田
辺
市

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

人
事
院
近
畿
事
務
局　

試
験
第
二
係

〒
５
５
３
‐
８
５
１
３　

大
阪
市
福
島
区
福
島
１
‐
１
‐
60

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
６
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１

消火器の耐用年数

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式）￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器
の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意
【連絡先】 日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

10年程度10年程度



広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。 広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
16
日（
月
）
　13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

●
26
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
25
年
10
月
〜
11
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

2

歳

児

健

診

2

歳

児

健

診

●
17
日（
火
）

◎
受
付
／
10
時
〜
11
時
30
分

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
、

　
　
　初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

運

動

教

室

運

動

教

室

●
10
日（
火
）
　

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

日

高

町

中

央

公

民

館

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります

●
17
日（
火
）
　10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
18
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
27
年
12
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　H
28
年
1
月
31
日
生

　
　
　H
27
年
6
月
16
日
〜
7
月
31
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診
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HDK3-098
長方形
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29 30 31 6/1 2 3 4

22 23 24 25 26 27 28

15 16 17 18 19 20 21

8 9 1110 12 13 14

5/1 2 4 5 6 73

4/24 25 26 27 28 29 30

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2016年5月
May

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （田杭・阿尾・産湯・
小坂）

・粗大ごみ
 （比井・津久野・小浦・
方杭・小杭・柏）

・複雑ごみ

・複雑ごみ

・資源ごみ

・資源ごみ ・献血

昭和の日

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）

・運動教室※
 （中央公民館）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・2歳児健診※
 （対象：H25年10月
～11月生）
（ふれあいセンター）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H27年12月16日～
H28年1月31日生、H27
年6月16日～7月31日生）
 （ふれあいセンター） 
・小型プラスチックごみ

・資源ごみ

・介護保険料
 第1期分納期限

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。 広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!

HDK3-098
長方形
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TOWN information

町の人口と世帯

平成28年3月31日現在
人　口 7,918人
　男 3,796人
　女 4,122人
世帯数 3,082戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている文化活動団体をご紹介するコーナーです。

vol.28

楽しく和気あいあいと

練習に励んでいます

　平成17年から活動されている舞踊サーク
ルの「和美会（なごみかい）」には、現在７人
の方が集まり、毎月４回練習しています。こ
の日は、ふれあいセンターでデイサービスの
利用者の方々に舞踊を披露しました。
　講師の山本和子さんは「仲むつまじく楽し
く練習しています。デイサービスには、毎年
２回来させていただいています。他にも、い
くつかの福祉施設へ訪問して、踊りを披露し
ています」と話していました。
　詳しくは、住民福祉課（☎６３･３８００）まで。

和美会（なごみかい）
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